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精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築支援事業
自治体情報シート（令和８年度）

松山圏域における精神障害にも対応した地域
包括ケアシステムの構築に向けた取り組み

松山市では平成２０年度から地域移行・地域定着支援の取り組みを始めました。
これをきっかけとして、保健・医療・福祉が連携し、精神障害にも対応した地域包
括ケアシステムの構築を目指します。

松山市（愛媛県松山圏域）
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※必須 １ 県、指定都市、中核市、特別区の基礎情報

愛媛県松山圏域
松山市、伊予市、東温市、
松前町、砥部町、久万高原町



3

/

２ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組概要（全体）
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３ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組の経緯

/

年度 内容

平成２０年度 入院（精神科病院）から地域生活中心への移行を目的に、「精
神障害者地域移行・地域定着支援事業を開始

平成２４年度 ピアサポーターの配置

平成２５年度 ピアマネジャーの配置

平成３０年度 精神障がい者ワンステップ事業の開始

令和３年度 構築推進サポーターの配置
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＜Ｒ７年度までの成果・効果＞

課題解決の達成度を測る指標 目標値
（Ｒ７年度当初）

実績値
（Ｒ７年度末）

具体的な成果・効果

①地域移行支援を行った入院中の精神障がい
者数

14

②地域移行支援により退院した精神障がい者
数

7

③ピアサポーターの活動回数 115

４ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に資する取組の成果・効果
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【特徴（強み）】
・地域を熟知した構築推進サポーターを配置し、地域に根付いたサポートを受けられる体制がある。
・ピアサポーターの活動が継続できている。
・地域包括支援センターの職員に向けたにも包括に関する研修会を実施できている。

課題 課題解決に向けた取組方針 課題・方針に対する役割（取組）

関係機関との連携と地域課
題の共有

・医療機関や事業所、行政が相互の役割
を理解し、松山圏域における地域包括ケ
アシステムの方向性について検討する。
・協議の場の開催、参加

保健
関係機関との連携、普及啓発、研修会等の
開催、入院患者の実態把握、課題の抽出

医療
研修会等の参加、病院職員向け研修会の開
催受け入れ、地域援助者との連携

福祉
研修会等への参加、地域移行・定着支援の
拡充、関係機関との連携

その他関係機関・住民等 関係機関との連携

ピアサポーターの活動の場
を広げる

・ピアサポーターと協働し、地域移行に
関する普及啓発活動を行っていく。

保健 ・ピアサポーターと協働した普及啓発

医療
・ピアサポーターの専門性、受入への理解
と活用

福祉 ・ピアサポーターと協働した支援の実施

その他関係機関・住民等

※指標設定が困難な場合は、代替指標や定性的な文言でも構いません。

課題解決の達成度を測る指標 現状値
（Ｒ８年度当初）

目標値
（Ｒ８年度末）

見込んでいる成果・効果

①

②

③

※赤枠内
必須

５ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた現時点における強みと課題
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【にも包括構築の体制】

所管部署名（※） 所管部署における主な業務

保健予防課
精神保健に関する相談・訪問指導等
を実施。協議の場を運営。

※各部門の状況はできるだけ詳しく記載ください

連携部署・機
関名

連携部署・機関における
主な業務

障がい福祉課
手帳の交付・障害福祉サービスに関する相談・自
立支援協議会の設置・運営

長寿福祉課 重層的支援体制の構築

生活福祉総務課
救護施設に関する業務・精神科に長期入院となっ
ている生活保護受給者の入院先に対して働きかけ

各部門の連携状況 強み・課題等

保健

医療

福祉

その他関係機関・住民等

※赤枠内
必須

６ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築のための連携状況（事務局）

（※事務局を担当する部署）
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【その他事項】 ※協議の場の運営における課題や悩んでいる点、アドバイザーに相談したい事項など、自由に記載してください

名称 協議の場の構成員 開催頻度 実施内容
既存の会議体を活用している場
合はその名称・課題・強み等

地域生活移行検
討会(全体会)

保健：7

年１回

松山市精神障害者地域移
行・地域定着支援事業の
進捗状況確認および課題
の共有をする。

医療：5

福祉：23

その他関係機関・住民等：

行政機関連絡会

保健：7

年１回

松山圏域の精神障害者地
域移行・地域定着支援事
業を円滑に実施していく
こと等を目的に、圏域内
各市町の精神障害者地域
移行・地域定着支援事業
の進捗状況確認および課
題の共有をする。

医療：

福祉：

その他関係機関・住民等：

事例検討会

保健：4

年３回

病院や事業所に地域移行
支援サービスを利用した
方の事例を紹介いただき、
必要な社会資源や有効な
支援等を協議する

医療：3

福祉：8

その他関係機関・住民等：

※赤枠内
必須

７ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築のための協議の場の実施状況
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【その他事項】 ※協議の場の運営における課題や悩んでいる点、アドバイザーに相談したい事項など、自由に記載してください

名称 協議の場の構成員 開催頻度 実施内容
既存の会議体を活用している場
合はその名称・課題・強み等

精神科病院連絡
会

保健：

年１回

精神障がい者の地域移
行・地域定着等を推進す
るため、支援体制の充実
及び地域移行の課題等に
ついて協議する

医療：５

福祉：１

その他関係機関・住民等：１

指定一般相談支援
事業所連絡会

保健：

年１回

精神障害者の地域生活へ
の移行および安定した地
域生活の継続を推進する
ために、相談支援専門員
の資質向上や、相談支援
体制の充実を図ることを
目的に、個別ケースの進
捗状況報告・情報交換等
を行う。

医療：３

福祉：７

その他関係機関・住民等：１

※赤枠内
必須

７ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築のための協議の場の実施状況
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年度 実施内容 具体的な取組

R８年度

R９年度

R10年度

事業利用終了、自治体で
推進

事業利用予定年数：利用予定なし

到達目標
（Ｒ○年度まで）

※赤枠内
必須

９ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けたスケジュール（長期）
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時期（月） 実施内容 具体的な取組

R８年４月

R８年６月

R８年１０月

・地域生活移行検討会（全体会）

・行政機関連絡会

・精神科病院連絡会①

・指定一般相談支援事業所連絡会

地域移行・定着についての各機関の取組や課題等に
ついて情報共有する。

各市町の地域移行・定着（ピア活動、サロン等）に
ついての活動状況報告及び課題等について検討する。

入院患者の地域移行・定着についての情報共有及び
課題等について検討する

にも包括や地域移行に関する情報や課題の共有、理
解の促進や、相談支援専門員等のスキルアップを図
る。

到達目標
（Ｒ８年度）

地域移行の課題を再確認し、課題解決に向け取り組む。

※必須 10 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けたスケジュール（短期）
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時期（月） 実施内容 具体的な取組

R８年１１月

R８年１２月

R９年２月

定期

随時

・精神科病院連絡会②

・地域援助者等研修交流会

・事例検討会

・ピアサポーター連絡会

・支援者向け研修会

入院患者の地域移行・定着についての情報共有及び
課題等について検討する。

長期入院者の多くが高齢者であることから、一般相
談支援事業所のほか地域で高齢者の支援を行ってい
る地域包括支援センター等を対象に、にも包括や精
神疾患の基礎知識について知ってもらい、地域移
行・地域定着を進めていく。

事例提出者の悩みを共有しながら多様な視点でより
効果的な対応策を検討する

ピアサポーター同士の情報交換の場とし、ピアサ
ポート体制の充実を図る

精神科病院の職員に対し、地域移行に関する理解の
促進を図る。

※必須 10 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けたスケジュール（短期）
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